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11
月
7
日
付
け
で
経
済
産
業
省
の
伝

統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法

律（
以
下
「
伝
産
法
」）に
定
め
る
伝
統

的
工
芸
品
と
し
て
、
沖
縄
県
か
ら
「
三

線
」
が
新
た
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
統
的
工
芸
品
は
①
主
と
し
て
日
常

生
活
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
、
②
製
造
工
程
の
主
要
部
分
が
手
工

業
で
あ
る
こ
と
、
③
伝
統
的（
１
０
０
年

以
上
）技
術
・
技
法
に
よ
り
製
造
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
、
④
伝
統
的
に
使
用

さ
れ
て
き
た
原
材
料
で
あ
る
こ
と
及
び

⑤
一
定
の
地
域
で
産
地
形
成
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
の
５
つ
の
要
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
「
三
線
」

は
、
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
し
て
い
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
指
定
に
至
り
ま
し

た
。

　
今
後
、
三
線
製
作
従
事
者
や
関
係
者

な
ど
の
機
運
が
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
県

産
三
線
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
つ
な
げ

て
い
く
契
機
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
指
定
に
よ
り
、

　
11
月
26
日
に
沖
縄
総
合
事
務
局
に
て

平
成
30
年
度
伝
統
的
工
芸
品
産
業
功
労

者
等
沖
縄
総
合
事
務
局
長
表
彰
式
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
き
ま
し
て

は
、
昭
和
59
年
以
降
、
伝
統
的
工
芸
品

産
業
の
振
興
及
び
伝
統
的
工
芸
品
の
国

民
生
活
へ
の
浸
透
な
ど
に
関
し
、
顕
著

な
功
績
を
上
げ
ら
れ
た
方
々
を
表
彰
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
功
労
者
賞（
組
合
役
員
）

に
喜
如
嘉
芭
蕉
布
事
業
協
同
組
合
の
稲

福 

千
代
氏
、
知
花
花
織
事
業
協
同
組
合

の
神
田 

尚
美
氏
、
壺
屋
陶
器
事
業
協
同

後
継
者
不
足
や
原
材
料
確
保
な
ど
の
抱
え

て
い
る
課
題
に
対
し
、
国
の
補
助
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
、
か
つ
諸
課
題
を
解
決
し
て
い

く
こ
と
で
、「
三
線
」
に
ま
つ
わ
る
業
界

が
活
性
化
し
、
地
場
産
業
の
振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
本
指
定
に
よ
り
、
沖
縄
県
の
伝

統
的
工
芸
品
の
品
目
数
は
16
と
な
り
、
全

国
で
2
番
目
に
多
い
数
と
な
り
ま
す
。
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組
合
の
高
江
洲 

忠
氏
が
受
賞
さ
れ
、
奨

励
賞
に
知
花
花
織
事
業
協
同
組
合
の
金

良 

美
香
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
に
は
、
一
般
社
団
法
人
日

本
工
芸
産
地
協
会 

理
事 

原
岡 

知
宏
氏

に
よ
る
「
個
社
ブ
ラ
ン
ド
を
起
点
と
し

た
地
域
工
芸
の
活
性
化
事
例
と
経
営
戦

略
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
を
開
催

し
、
全
国
の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
注

目
す
べ
き
企
業
の
取
り
組
み
な
ど
を
ご

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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「
三
線
」伝
統
的
工
芸
品
に
新
規
指
定
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平
成
30
年
度
伝
統
的
工
芸
品
産
業
功
労
者
等
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縄
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催
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